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湘南民事筋争処理研究会 100回を振り返って

湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会

一
〇
〇
回
を
振
り
返

っ
て

明
治
大
学
法
科
大
学

院教
授

中

山

幸
二

平
成
元
年

二

一月
､
萩
原
金
美
先
生
の
呼
び
か
け
に
よ
-
'
実
務
家
と
研
究
者
の
知
的
交
流
の
場
と
し
て

｢湘
南
民
事
紛
争
処
理
研

究
会
｣
が
発
足
し
ま
し
た
｡
爾
来
､
足
掛
け
二
〇
年
に
わ
た
-
､
横
浜
を
拠
点
と
し
た
定
例
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
｡
こ

の
間
､
時
に
は
公
開
講
演
会
を
伴
い
盛
大
に
､
時
に
は
少
人
数
で
細
々
と
､
粁
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
研
究
会
が
存
続
し
て
き
ま
し
た
｡

｢継
続
は
力
な
-
｣
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
､
二

〇
年
の
蓄
積
は
少
な
か
ら
ぬ
成
果
と
副
産
物
を
生
み
ま
し
た
｡
現
在
ま
で
に
定
例
研
究

会
の
回
数
は

一
〇
五
回
を
数
え
､
報
告
テ
ー
マ
は

一
九

〇
項
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
｡
萩
原
先
生
を
囲
む
座
談
会
と
特
集
号
に
寄
せ
て
'

こ
こ
に
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
の
歴
史
の

一
端
と
研
究
報
告
の
テ
ー
マ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

1
.
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
発
足
の
経
緯
と
設
立
趣
旨

平
成
元
年
夏
､
横
浜
弁
護
士
会
の
鈴
木
繁
次
弁
護
士
と
神
奈
川
大
学
の
萩
原
金
美
教
授
が
鈴
木
法
律
事
務
所
で
会
合
を
持
ち
､
研
究

会
立
ち
上
げ
の
準
簿
を
開
始
し
ま
し
た
｡
事
務
担
当
と
し
て
､
東
海
大
学
の
吉
野
正
三
郎
教
授
と
神
奈
川
大
学
助
教
授
の
中
山
幸
二
が

同
席
し
ま
し
た
｡

当
時
'
横
浜
弁
護
士
会
内
に
民
事
判
例
研
究
会
が
存
在
し
､
定
期
的
に
判
例
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡
し
か
し
'
弁
護
士

75
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活
動
の
多
様
化
と
委
員
会
活
動
の
多
忙
化
等
に
よ
-
研
究
会
出
席
者
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
｡
他
方
､
神
奈
川
県
内
に
東
海
大

76

学
法
学
部
や
関
東
学
院
大
学
法
学
部
等
が
新
設
さ
れ
､
県
内
法
科
系
大
学
教
員
が
増
加

･
充
実
し
て
ま
い
-
ま
し
た
｡
そ
こ
で
､
｢横

浜
弁
護
士
会
民
事
判
例
研
究
会
｣
を
継
承
し
っ
つ
､
新
た
に
県
内
の
法
学
教
員
有
志
を
組
合
し
､
｢実
務
と
理
論
の
融
合
｣
と

｢-
つ

ろ
い
だ
知
的
交
流
の
サ
ロ
ン
の
場
｣
を
目
指
し
て
発
足
し
た
の
が
､
こ
の
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
で
す
｡

呼
び
掛
け
人
に
は
'
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
'
東
海
大
学
の
西
村
宏

一
教
授
と
鈴
木
緑
弥
教
授
､
横
浜
国
立
大
学
の
山
田
早
生
教
授
､

神
奈
川
大
学
の
萩
原
金
美
教
授
､
横
浜
弁
護
士
会
の
塩
田
省
吾
弁
護
士
と
鈴
木
繁
次
弁
護
士
が
名
を
連
ね
ま
し
た
｡
平
成
元
年

二

月

六
日
付
け
の

｢湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会

(仮
称
)
へ
の
お
誘
い
｣
と
題
す
る
案
内
文
に
は
､
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
｡

｢古
来
､
理
論
と
実
務
と
は
車
の
両
輪
､
唇
歯
輔
車
の
関
係
に
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
､
と
り
わ
け
法
律
家
の
世
界
で
は
そ
の
重
要

性
を
痛
感
す
る
の
で
す
が
'
多
忙
な
日
々
に
押
し
流
さ
れ
て
､
心
な
ら
ず
も
理
論
家
は
実
務
か
ら
､
実
務
家
は
理
論
か
ら
'
次
第
に
疎

遠
に
な
-
つ
つ
あ
る
の
が
､
多
-
の
人
々
に
と
っ
て
偽
ら
ざ
る
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

神
奈
川
県
内
に
在
勤

･
在
住
す
る
法
律
家
1

裁
判
官
'
検
察
官
'
弁
護
士
､
公
証
人
お
よ
び
法
学
教
師
な
ど
I

の
数
は
相
当
数

に
達
し
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
人
々
が
実
務
と
理
論
の
両
面
に
わ
た
る
知
的
交
流
を
持
つ
場
が
あ

っ
て
も
よ
い
-

い
や
む
し
ろ
必
要
な
の

で
は
な
い
か
t

と
私
達
は
考
え
ま
し
た
｡

そ
し
て
そ
れ
は
､
活
発
な
法
的
討
論
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
､
寛
い
だ
サ
ロ
ン
的
雰
囲
気

を
持
つ
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

初
回
か
ら
あ
ま
り
遠
大
な
抱
負
を
掲
げ
た
-
､
や
か
ま
し
い
規
則
を
設
け
た
-
す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
､
何
よ
-
も
持
続
す
る
こ

と
を
最
大
の
努
力
目
標
に
し
て
地
道
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡｣



湘南民事新争処理研究会 100回を振り返って

発
会
式
は
､
平
成
元
年

二

一月
二
日

(土
)
横
浜
弁
護
士
会
館
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
､
呼
び
掛
け
人
代
表
と
し
て
元
札
幌
高
裁

長
官
の
西
村
宏

一
教
授
が
挨
拶
し
て
お
-
ま
す
｡
来
賓
と
し
て
､
川
原
井
常
雄
横
浜
弁
護
士
会
会
長
､
波
速
昭
横
浜
地
方
裁
判
所
民
事

所
長
代
行
か
ら
も
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
｡
会
の
名
称
は
､
広
-
開
か
れ
た
会
と
し
て
､
横
浜
よ
-
広
い
地
域
で
､
研
究
対
象
も
民
事

法
の
解
釈
論
ば
か
り
で
な
-
広
-
民
事
実
務
を
含
む
意
味
で
､
｢湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
｣
の
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡
研
究
会

発
足
の
記
念
講
演
と
し
て
､
鈴
木
緑
弥
教
授
の

｢有
限
責
任
と
無
限
責
任
｣
と
題
す
る
講
演
が
格
調
高
-
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡
続
い
て

懇
親
会
も
開
催
さ
れ
'
多
数
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
研
究
会
が
船
出
し
ま
し
た
｡
以
後
'
弁
護
士
会
館
'
開
港
記
念
会
館
'
労
働
セ
ン

タ
ー
を
会
場
と
し
て
隔
月
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
｡

2
.
研
究
会
の
意
義

こ
の
研
究
会
の
特
徴
は
､
実
務
と
学
説
の
協
同
に
あ
-
ま
す
｡
二

一
世
紀
に
入
っ
て
の
司
法
制
度
改
革
の
柱
の

一
つ
'
法
科
大
学
院

制
度
は
､
ま
さ
に

｢実
務
と
理
論
の
融
合
｣
に
よ
る
教
育
を
目
標
に
掲
げ
て
お
-
ま
す
が
'
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
の
設
立
趣
旨

は
そ
の
先
取
り
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
｡
上
述
の
よ
う
に
､
こ
の
研
究
会
は
'
神
奈
川
県
内
に
在
勤

･
在
住
の
法
律
家
の

｢実
務
と

理
論
の
知
的
交
流
の
場
｣
と
し
て
'
寛
い
だ
サ
ロ
ン
的
雰
囲
気
の
な
か
で
､
活
発
な
法
的
討
論
を
め
ざ
し
､
法
的
雑
談
を
も
許
容
し
て

い
ま
す
｡
組
織
と
し
て
も
､
呼
び
掛
け
人
を
含
め
会
員
は
皆
対
等
で
､
会
長
な
ど
の
役
職
は
定
め
て
お
-
ま
せ
ん
｡
希
望
者
に
は
広
-

参
加
を
認
め
､
入
会
金
も
会
費
も
徴
収
せ
ず
に
運
営
し
て
き
ま
し
た
｡
さ
ら
に
､
後
掲
の
研
究
報
告
者
の
記
録
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ

う
に
､
県
外
在
住
者
に
も
広
-
門
戸
開
放
し
､
仝
-
オ
ー
プ
ン
な
研
究
会
へ
と
展
開
し
て
き
ま
し
た
｡

法
律
学
の
研
究
会
は
数
多
-
存
在
し
､
分
野
ご
と
の
学
会

･
研
究
会
の
ほ
か
大
学
の
研
究
会
も
盛
ん
で
す
が
､
こ
こ
横
浜
の
地
で
研

究
会
を
も
つ
こ
と
に
い
か
な
る
意
義
が
あ
る
か
｡
こ
の
点
に
つ
き
､
発
起
人
の

一
人
で
あ
-
､
長
年
事
務
局
の
中
核
と
し
て
会
を
支
え

㍗
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て
こ
ら
れ
た
鈴
木
繁
次
弁
護
士

(昨
年
ま
で
神
奈
川
大
学
法
科
大
学
院
教
授
)
は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
｡
｢経
済
で
も
文
化
で
も
､
あ

78

ら
ゆ
る
面
で
東
京
の
求
心
力
が
強
す
ぎ
る
｡
法
律
の
研
究
会
に
し
て
も
､
若
手
弁
護
士
が
東
京
の
研
究
会
に
引

っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
､

地
元
横
浜
の
研
究
会
が
存
立
L
に
-
い
｡
余
-
に
強
力
な
東
京
の
求
心
力
に
抗
し
て
､
横
浜
を
拠
点
と
し
た
独
自
の
研
究
会
を
存
立
さ

せ
た
い
｡｣

横
浜
に
は
､
幕
末
の
開
港
以
来
､
貿
易
港

･
国
際
都
市
の
伝
統
が
あ
-
､
居
留
地
､
代
言
人
組
合
､
国
際
法
上
の
紛
争
な
ど
､
先
駆

的
か
つ
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
事
件
と
法
文
化
が
あ
-
ま
す
｡
横
浜
の
歴
史
と
地
域
特
性
に
根
づ
い
た
リ
ー
ガ
ル

･
カ
ル
チ
ャ
ー
の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
｡
確
か
に
'
今
日
で
は
'
大
企
業
の
本
店

･
支
店
が
少
な
-
､
中
小
企
業
法
務
の
需
要
が
比
較
的
大
き
い
な
ど
､

衛
星
都
市
と
し
て
東
京
の
過
剰
な
求
心
力
に
囲
い
込
ま
れ
て
い
る
感
も
あ
-
ま
す
が
､
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
独
自
の
法
文
化
が
想
定

さ
れ
ま
す
｡
ま
た
､
後
掲
の
研
究
報
告

一
覧
の
1-7
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
最
近
で
は
､
首
都
圏
の
地
方
裁
判
所
支
部
か
ら
の
視
点

で
､
地
域
の
司
法
改
革
を
目
指
す
動
き
も
あ
-
ま
す
｡
横
浜
地
方
裁
判
所
の
川
崎

･
小
田
原

･
横
須
賀

･
相
模
原
の
各
支
部
と
横
浜
弁

護
士
会
の
支
部
の
新
た
な
法
文
化
の
可
能
性
も
注
目
に
催
し
ま
す
｡
地
方
分
権
化
の
進
展
に
よ
-
自
治
体
法
務
の
需
要
も
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
｡

一
般
に
､
地
域
の
研
究
会
の
意
義

･
機
能
と
し
て
､
地
域
の
法
実
務
の
分
析
と
全
国

･
外
国
と
の
比
較
検
証
の
可
能
性
､
地
域
の
実

務
か
ら
の
問
題
提
起
と
学
者
の
理
論
化
､
地
域
の
人
的
交
流
と
情
報
交
換

･
資
料
検
索
等
の
協
力
可
能
性
､
若
手
法
律
家

･
研
究
者
の

育
成
機
能
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
｡
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
も
'
二
〇
年
の
歴
史
の
中
で
､
少
な
か
ら
ず
､
そ
の
よ
う
な
機
能
を

果
た
し
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
｡



湘南民事薪争処理研究会 100回を振り返って

3
.
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
の
テ
ー
マ
分
類

一
〇
〇
回
を
越
え
る
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
の
定
例
会
で
､
こ
れ
ま
で
取
-
上
げ
て
き
た
研
究
報
告
テ
ー
マ
を
簡
単
に
分
類
し

て
み
ま
し
ょ
う

(番
号
は
後
掲

｢研
究
報
告
の
記
録
｣
の
左
端
番
号
を
指
す
)
｡
研
究
会
は
隔
月
開
催
で
､
原
則
と
し
て
各
回
実
務
家

一
名
､
研
究
者

一
名
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
｡

･
判
例
研
究

･
事
例
研
究

･
実
証
研
究

･
司
法
制
度

･
司
法
改
革

･
裁
判
論

･
裁
判
本
質
論

･
法
科
大
学
院

･
実
験
授
業

･
外
国
法

･
比
較
法

･
学
説
提
示

･
学
会
報
告
準
備

･
立
法
の
先
取
-

･
歴
史
研
究

四
三
件

五
二
件

9
ヽ
7
ヽ

3

6

1785327 7411515 59ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

18211031 8012117 81ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

11340 9513377 83 78ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

6311715590 92 89ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

101125 9710392ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

175131 145115103ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

17,913,6 16412さ10,6

167137110ヽ

141124ヽ ヽ

163146ヽ ヽ

189153
な な
ど ど

184
な
ど

186152
な ､
ど 160ヽ

169

呼

189

な
ど

判
例
研
究
と
事
例
研
究
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
｡
こ
れ
は
､
実
務
家
と
研
究
者
の
研
究
会
と
い
う
性
格
か
ら
､
ま
た
､

弁
護
士
会
の
民
事
判
例
研
究
会
を
継
承
し
た
と
い
う
経
緯
か
ら
も
､
当
然
の
帰
結
と
し
て
肯
け
ま
す
｡
司
法
制
度
論
､
裁
判
論
､
調

停

･
和
解

･
仲
裁
の
分
析
と
検
討
も
数
多
-
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
は
､
萩
原
先
生
が
継
続
的
に
取
-
組
ん
で
お
ら
れ
る
研

79
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究
領
域
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
､
会
員
の
中
に
元
裁
判
官
や
民
事
調
停
官
が
お
ら
れ
て
､
そ
の
経
験
に
基
づ
き
積
極
的
に
報
告
を
担
当
し

80

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
-
ま
す
｡
77
の

｢裁
判
の
ス
ジ

･
ス
ワ
リ
｣
や
145
の

｢裁
判
と
は
｣
､
184
の

｢裁
判
と
A
D
R
の
関
係
｣
な

ど
は
､
裁
判
に
対
す
る
根
源
的
な
問
い
か
け
を
含
ん
で
お
-
ま
す
｡
二
〇
〇
一
年
の
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
を
契
機
に
､
大
規

模
な
司
法
制
度
改
革
が
進
行
し
て
お
-
､
こ
れ
に
関
す
る
様
々
な
角
度
か
ら
の
批
判
的
検
討
が
度
々
な
さ
れ
て
い
ま
す
｡
法
科
大
学
院

制
度
の
検
討
も
な
さ
れ
て
お
-
､
二
〇
〇
四
年
か
ら
の
新
教
育
方
法
の
実
験
と
し
て
公
開
の
模
擬
授
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た

(
E3
)
｡

こ
の
研
究
会
は
､
知
的
交
流
の
サ
ロ
ン
と
し
て
極
め
て
オ
ー
プ
ン
に
運
営
さ
れ
て
お
-
､
研
究
テ
ー
マ
も
限
定
な
-
､
行
政
法
や
労

働
法
も
含
み
､
外
国
法
や
比
較
法
研
究
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
｡
学
会
報
告
の
予
備
報
告
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
お
-
､
理
論
と
実

務
の
両
面
か
ら
助
言
が
得
ら
れ
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
｡
明
治
期
の
司
法
制
度
に
関
す
る
歴
史
研
究
が
な
さ
れ
る

1
万
で

(巧

9
)
､
最
先
端
の
知
的
財
産
権
に
関
す
る
研
究
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す

(
墜

156
)
｡
国
家
の
信
を
問
う
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
-
ま
し
た

(
91
､
m

)｡
110の
よ
う
に
'
性
同

1
性
障
害
と
戸
籍
訂
正
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
取
-
上
げ
､
後
の
立
法
を
先
取
-

す
る
報
告
も
あ
-
ま
す
｡
113の
養
育
費
支
払
確
保
の
手
法
も
､
後
に
民
事
執
行
法
の
改
正
で
同
様
の
考
え
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
｡
萩
原

先
生
の
報
告
に
よ
る
17
や
53
も
､
時
の
民
事
訴
訟
法
改
正
の
重
要
論
点
と
な
-
､
弁
論
準
備
手
続
の
制
度
設
計
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
｡



湘南民事紛争処理研究会 100回を振り返って

湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会

研
究
報
告
の
記
録

発
会
式

平
成
元
年

二

一月
二
日

(横
浜
弁
護
士
会
館
大
会
議
室
)

1
.
〔記
念
講
演
〕
有
限
責
任
と
無
限
責
任
に
つ
い
て

八
一
九
九
〇
年
)

2
.
｢弁
護
士
は
本
当
に
信
頼
で
き
る
の
か
｣
と
い
う
雑
誌
記
事
に
よ
る
名
誉
穀
損
の
成
否

(東
京
地
判
昭
六
三

l

二

一
判
夕
六
六
四
号

l
〇
六
頁
)

3
.
民
事
訴
訟
に
お
け
る

(不
動
産
)
鑑
定
の
役
割
と
限
界

4
.
連
帯
保
証
債
務
履
行
請
求
訴
訟
お
よ
び
求
償
金
請
求
訴
訟
に
お
け
る
被
告

(連
帯
保
証
人
)

の
抗
弁
に
つ
い
て

5
.
訴
訟
代
理
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点

6
.
高
度
利
用
と
不
動
産
賃
貸
借
契
約
の
解
除

7
.
財
産
分
与
契
約
で
分
与
者
側
に
税
金
の
負
担
に
つ
い
て
錯
誤
が
あ

っ
た
と
さ
れ
た
事
例

(最
判
平
元

･
九

･
1
四
判
時

二
二
三
六
号
九
三
頁
)

8
.
民
法
三
九
五
条
但
書
を
め
ぐ
る
裁
判
の
動
向

9
.
税
務
署
長
の
守
秘
義
務
と
税
務
訴
訟

(名
古
屋
地
決
昭
六
三

･
〓
一
二

1判
夕
六
九
三
号
二
二
六
頁
)

鈴
木
禄
弥

(東
海
大
)

山
田
卓
生

(横
浜
国
大
)

沢
野
順
彦

(弁
護
士
)

野
原

薫

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

塩
田
省
吾

(弁
護
士
)

山
田
二
郎

(東
海
大
)

田
子

埠

(弁
護
士
)

坂
田

宏

(横
浜
国
大
)

81
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0日
コ

112ll3日H

寄
与
度
減
責
1

鞭
打
ち
損
傷
を
中
心
と
し
て
ー

保
証
履
行
請
求
権
と
根
抵
当
権

あ
る
生
命
保
険
金
事
件
を
め
ぐ

っ
て

商
標
権
侵
害
と
損
害
賠
償
請
求
-

ル
イ

･
ヴ
ィ
ト
ン
商
標
権
侵
害
事
件
-

(無
体
集
二
〇
巻

一
号
二
〇
九
頁
)

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

中
馬
義
道

(東
海
大
)

吉
川
晋
平

(弁
護
士
)

82

布
井
千
博

(東
海
大
)

八
一
九
九

一
年
)

1
+
い
わ
ゆ
る
悪
徳
商
法
被
害
と
現
行
司
法
の
機
能
と
限
界

516日
H

7181⊥910212
民
事
訴
訟
と
証
言
心
理
学

道
路
の
自
由
通
行
と
妨
害
排
除
等
に
つ
い
て

(東
京
高
判
平
元

･
九

･
二
七
判
時

二
二
二
六
号

二

一〇
頁
を
機
縁
と
し
て
)

和
解
兼
弁
論

･
再
論

過
誤
納
付
金
還
付
請
求
権
の
時
効
と
国
家
賠
償
請
求
権

具
体
的
相
続
分
は

｢相
続
分
｣
か

｢遺
産
分
割
分
｣
か

都
市
開
発
事
業
と
し
て
の

｢土
地
信
託
｣
-
法
律
上
の
問
題
点
を
中
心
と
し
て
-

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
と
契
約
締
結
上
の
過
失

(東
京
地
判
平
元

二

一
二
ハ
判
時

二
二
六
二
号
九
三
頁
)

境
界
確
定
と
時
効
取
得
に
つ
い
て

石
戸
谷
豊

(弁
護
士
)

植
村
秀
三

(元
判
事
)

池
田
直
樹

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

上
村
恵
史

(弁
護
士
)

田
中
恒
朗

(東
海
大
)

川
上
英

l

(弁
護
士
)

円
谷

唆

(横
浜
国
大
)
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-
最
判
昭
五
八

･
二

一
六
判
時

一
一
〇
九
号
九
〇
頁
を
中
心
と
し
て
-

S3
'
保
証
委
託
型
住
宅
ロ
ー

ン
に
お
け
る
保
証
人
の
資
力
喪
失
と
保
証
委
託
請
求
の
可
否

二

九
九
二
年
)

2
'
請
負
契
約
工
事
の
未
完
成
と
報
酬
請
求
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て

cG
+
抵
当
権
設
定
登
記
抹
消
登
記
の
登
記
簿
謄
本
の
提
出
に
よ
る
抵
当
権
実
行
妨
害

革

袋
地
通
行
権
と
建
築
基
準
法
四
三
条

1
項
の
敷
地
の
関
係

27
∴
虐
達
の
擬
制
と
名
宛
人
の
政
済
方
法

光
'
遺
留
分
減
殺
請
求
権
に
つ
き
目
的
物
を
選
択
特
定
し
て
行
使
す
る
こ
と
の
可
杏

29
.
通
謀
に
よ
-
得
た
土
地
明
渡
判
決
の
執
行
と
し
て
収
去
さ
れ
た
建
物
の
抵
当
権
者
の

損
害
賠
償
請
求

討
.
委
任
状
付
L
/
C
買
取
に
あ
た
っ
て
の
銀
行
の
注
意
義
務
と
買
取
請
求
権

31
.
時
効
と
正
義

佐
伯

剛

(弁
護
士
)

石
川
正
美

(神
奈
大
)

谷
口
優
子

(弁
護
士
)

萩
津
達
彦

(関
東
学
院
大
)

小
島

衛

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

三
宮
改
俊

(弁
護
士
)

83

23334353

定
期
借
地
権
の
実
務
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

滞
納
処
分
に
よ
る
債
権
差
押
え
と
三
者
間
に
ま
た
が
る
相
殺
予
約
の
対
外
的
効
力

権
利
能
力
な
き
社
団
に
お
け
る
登
記
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

弁
済
供
託
を
受
け
た
債
権
者
が
債
務
者
に
対
す
る
別
個
の
債
権
に
基
づ
い
て

債
務
者
の
有
す
る
供
託
金
取
戻
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
の
許
否

山
田
卓
生

(横
浜
国
大
)

間
部
俊
明

(弁
護
士
)

松
本
克
美

(神
奈
川
大
)

立
川
正
雄

(弁
護
士
)

山
田
二
郎

(東
海
大
)

渡
辺
徳
平

(弁
護
士
)

坂
田

宏

(横
浜
国
大
)
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二

九
九
三
年
)

三
周
年
記
念

･
新
年
会

･
平
成
五
年

一
月
二
八
日

(横
浜
弁
護
士
会
館
)

箪

〔≡
周
年
記
念
講
演
〕
診
療
契
約
に
つ
い
て

37

所
有
建
物
を
目
的
と
す
る
期
限
の
定
め
な
い
土
地
使
用
貸
借
と
明
渡
請
求

軍

抵
当
証
券
に
基
づ
-
抵
当
権
実
行
申
立
て
の
許
容
要
件

3
'
定
期
借
地
権
の
実
証
的
研
究

3
'
訴
訟
記
録
保
存
の
意
義
と
問
題
点

里

濫
用
代
理
論
批
判

些

中
小
企
業
共
同
組
合
法
に
お
け
る
相
続
加
入
の
規
定
は
包
括
遺
贈
に
も
適
用
さ
れ
る
か

幻
'
氏
名
胃
用
訴
訟
の
判
決
の
効
力
と
そ
の
判
決
に
基
づ
-
強
制
競
売
の
効
力

3
'
公
示
送
達
に
よ

っ
て
第

一
審
訴
訟
手
続
で
敗
訴
し
た
被
告
に
よ
る
控
訴
の
追
完

3
'

動
産
売
買
の
先
取
特
権
に
基
づ
-
債
権
の
差
押
命
令
の
申
立
て
の
配
当
手
続
に
お
け
る
優
先
性

西
村
宏

一

(東
薙
大
)

長
瀬
幸
雄

(弁
護
士
)

萩
淳
達
彦

(関
東
学
院
大
)

沢
野
順
彦

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

中
島
秀
二

(東
海
大
)

岡
部
光
平

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

竹
森
裕
子

(弁
護
士
)

萩
津
達
彦

(関
東
学
院
大
)

84

八
一
九
九
四
年
)

3
'
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
-
実
務
的
観
点
か
ら
-

47

所
有
権
確
認
訴
訟
棄
却
判
決
確
定
後
の
遺
産
確
認
の
訴
え

3
'
紛
失

･
盗
難
カ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
た
場
合
の
会
員
の
代
金
支
払
義
務

大
笹
秀

一

(弁
護
士
)

山
田
明
美

(神
奈
川
大
)

野
原

薫

(弁
護
士
)



湘南民事紛争処理研究会 100回を振り返って

85

49

再
審
の
補
充
性
に
つ
い
て

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

EB
t
公
示
送
達
に
お
け
る
詐
取
判
決
に
対
す
る
請
求
異
議
訴
訟
の
可
否

田
子

埠

(弁
護
士
)

;
+
動
産
売
買
先
取
特
権
に
基
づ
-
物
上
代
位
権
の
行
使
た
る
債
権
差
押
命
令
の
配
当
要
求
効
に
つ
い
て

坂
田

宏

(横
浜
国
大
)

EB
t
特
許
訴
訟
に
お
け
る
文
書
提
出
命
令
及
び
損
害
の
立
証
に
つ
い
て

EB
'
目
の
裁
判
か
耳
の
裁
判
か
-
民
訴
法
改
正

･
民
訴
実
務
改
善
に
関
す
る
雑
考
1

g
.
海
水
浴
客
が
海
水
浴
場
で
溺
死
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て

ER
+
民
事
執
行
法
上
の
保
全
処
分
に
つ
い
て
の
最
近
の
動
向

-
高
裁
決
定
を
中
心
と
し
て
-

OS
.
親
族
間
に
お
け
る
土
地
使
用
貸
借
関
係

57

N
T
T
有
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
料

･
通
話
料
債
務
請
求
と
信
義
則
違
皮

八
一
九
九
五
年
)

川
上
英

一

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

小
島

衛

(弁
護
士
)

萩
揮
達
彦

(中
央
大
)

大
鹿
明
夫

(弁
護
士
)

山
田
卓
生

(横
浜
国
大
)

8595061626

証
券
取
引
に
お
け
る
説
明
義
務
違
反
に
つ
い
て

少
額
裁
判
所
構
想
に
つ
い
て
考
え
る

高
齢
者
の
な
し
た
公
正
証
書
遺
言
の
口
授
の
要
件

生
存
中
の
遺
言
無
効
確
認
の
訴
え
の
適
法
性

親
子
関
係
不
存
在
確
認
事
件

(D
N
A
鑑
定
し
た
事
案
)

増
本
敏
子

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

竹
森
裕
子

(弁
護
士
)
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4656667600
6

欠
陥
責
任
と
安
全
確
保
義
務

～
製
造
物
責
任
法
解
釈
の
判
断
枠
組
み
を
め
ぐ

っ
て
-

ゴ
ル
フ
会
員
権
に
関
す
る
二
､
三
の
問
題
点

共
同
抵
当
と
後
順
位
抵
当
権
者
の
代
位

国
際
的
訴
訟
競
合
-
対
抗
手
段
と
し
て
の
債
務
不
存
在
確
認
の
訴
え
の
是
非
に
つ
い
て
-

不
動
産
売
買
契
約
の
成
立
要
件
と
交
渉
破
棄
の
賠
償
責
任
の
範
囲

上
訴
追
完
の
二
つ
の
機
能
に
つ
い
て

松
本
克
美

(神
奈
川
大
)

池
田
直
樹

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

吉
垣

実

(東
海
大
)

塩
田
省
吾

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

86

二

九
九
六
年
)

9607日H72737475767

祭
紀
承
継
に
関
す
る
若
干
の
考
察

代
償
分
割
に
よ
-
相
続
し
た
不
動
産
に
係
る
譲
渡
所
得
の
取
得
費

相
続
に
と
も
な
う
共
同
所
有
関
係
と
共
有
物
の
分
割

公
権
力
の
行
使
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
違
法
性
と
過
失

(武
蔵
野
市
住
民
投
票
続
柄
裁
判

･
東
京
高
判
平
七

二
二

二
二
)

土
地
の
競
落
人
と
借
地
権
と
の
対
抗
関
係
-
競
売
中
に
建
物
の
建
替
え
が
な
さ
れ
た
場
合
-

台
湾
に
お
け
る
調
停
制
度

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
総
会
に
お
け
る
決
議
の
塀
痕
の
主
張
と
訴
え
の
利
益

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

岩
崎
政
明

(横
浜
国
大
)

野
原

薫

(弁
護
士
)

松
本
克
美

(神
奈
川
大
)

大
笹
秀

一

(弁
護
士
)

福
山
達
夫

(関
東
学
院
大
)

小
島

衛

(弁
護
士
)

建
物
収
ま
土
地
明
渡
訴
訟
の
標
準
時
後
に
お
け
る
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
と
請
求
異
議
の
訴
え
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77007

民
事
裁
判
に
お
け
る
ス
ジ

･
ス
ワ
リ

坂
田

宏

(横
浜
国
大
)

安
井

章

(元
判
事
)

08

破
産
免
責
手
続
中
の
強
制
執
行
を
め
ぐ
る
攻
防
と
弊
害

-
最
判
平
二

三

二
〇
以
後
の
実
務
の
混
乱
を
中
心
に
-

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

｢相
続
さ
せ
る
｣
旨
の
遺
言
と
遺
言
執
行
者
の
権
限
-
特
に
､
当
該
遺
言
に
よ
る
不
動
産
取
得
者
の
た
め
に

す
る
登
記
申
請
権
の
有
無
-

蕪
山

厳

(弁
護
士
)

既
判
力
の
第
三
者
効

西
中
薗
浩

(湘
北
短
大
)

八
一
九
九
七
年
)

甲

家
庭
裁
判
所
の
当
面
の
課
題
に
つ
い
て

大
石
忠
生

(桐
蔭
横
浜
大
)

交
通
事
故
に
よ
り
後
遺
障
害
が
残

っ
た
被
害
者
が
そ
の
後
死
亡
し
た
場
合
の
逸
失
利
益
に
つ
い
て佐

藤
正
幸

(弁
護
士
)

調
停

(あ

っ
せ
ん

･
相
談
)
を
め
ぐ
る
今
日
的
諸
問
題

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

A
社
の
登
記
済
商
号
で
商
品
表
示

･
営
業
表
示
で
も
あ
る
名
称

(周
知
性
に
争
い
が
あ
る
末
登
録
商
標
)
を

B
社
が
商
標
出
願
し
商
標
登
録
を
得
た

(商
標
を
使
用
し
た
事
実
は
な
い
)
事
例
に
お
け
る
法
律
問
題

58600

-
商
標
法
と
不
正
競
争
防
止
法
と
の
交
錯
-

執
行
官
保
管
保
全
処
分
の
当
事
者
恒
走
効

離
婚
に
お
け
る
財
産
分
与

･
慰
頼
料
額
の
動
向

大
鹿
明
夫

(弁
護
士
)

萩
揮
達
彦

(中
央
大
)

田
子

埠

(弁
護
士
)
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87

新
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
督
促
手
続

･
公
示
送
達
手
続
の
変
革
と
既
判
力
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
可
能
性

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

甲

銀
行
の
≡
支
店
に
順
序
を
付
し
た
上
で
な
さ
れ
た
債
権
差
押
命
令
の
申
立
て
の
特
定

坂
田

宏

(横
浜
国
大
)

89
不
動
産
鑑
定
評
価
報
告
書
の
欠
陥
を
み
る
法

塩
田
省
吾

(弁
護
士
)

叩民
事
証
明
論
に
関
す
る
若
干
の
考
察

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

八
一
九
九
八
年
V

a
.
植
民
地
日
本
国
民
戦
後
補
償
の
法
律
問
題
-

B
C
級
戦
犯
国
家
補
償
請
求
裁
判

･
シ
ベ
リ
ア
抑
留
国
家
補
償

88

請
求
裁
判

･
恩
給
請
求
裁
判

･
未
払
債
務
請
求
裁
判
I

S
y
新
民
訴
法
に
お
け
る
少
額
訴
訟
手
続
に
つ
い
て

S
3'
弁
護
士
の
無
答
責
原
則
の
反
省

9

.

損
失
補
填
と
最
高
裁
平
成
九
年
九
月
四
日
判
決

野

ド
イ
ツ
民
訴
法
に
お
け
る
債
務
者
目
録
の
制
度
改
正
と
連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
の
影
響

野

取
得
時
効
と
所
有
の
意
思

97

仲
裁
の
判
断
基
準

5
3.
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点

川
上
英

1

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

佐
藤
彰

1

(立
教
大
)

石
戸
谷
豊

(弁
護
士
)

坂
田

宏

(横
浜
国
大
)

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

池
田
直
樹

(弁
護
士
)

99

株
主
代
表
訴
訟
に
お
け
る
担
保
提
供
制
度
-
担
保
提
供
の
要
件
に
つ
い
て
の
検
討
を
中
心
に
し
て
-

青
垣

実

(東
海
大
)
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1Oq

税
法
に
お
け
る
財
産
の
評
価

叩
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
お
け
る
違
法
性
阻
却
の
実
体
法
的

･
訴
訟
法
的
検
討

八
一
九
九
九
年
)

岬
民
法

九

〇
三
条

l
項
に
定
め
る
相
続
人
に
対
す
る
贈
与
と
遺
留
分
減
殺
請
求
の
対
象

山
田
二
郎

(東
海
大
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

10410305
･
106

.
107

.
日
H

o8
･
109

.
110

･
1u

.
112

･
113

.
1

少
額
訴
訟
手
続
の
運
用
状
況
と
そ
の
問
題
点

抵
当
不
動
産
の
賃
料
債
権
に
対
す
る
物
上
代
位
の
効
力

取
締
役
解
任
の
訴
え
の
被
告
適
格

通
行
地
役
権
に
つ
い
て

仮
差
押
え
の
時
効
中
断
効
に
つ
い
て

ゴ
ル
フ
会
員
資
格
保
証
預
託
金
返
還
請
求
と
事
情
変
更
の
原
則

小
説
の
モ
デ
ル
と
名
誉

･
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

性
同

1
性
障
害

(性
転
換
手
術
)
と
戸
籍
の
訂
正

新
株
発
行
不
存
在
確
認
の
訴
え
-
被
告
適
格
の
検
討
を
中
心
と
し
て
-

公
正
証
書
の
内
容
と
な
る
法
律
行
為
の
法
令
違
反
等
に
関
す
る
公
証
人
の
調
査
義
務

小
島

衛

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

野
原

薫

(弁
護
士
)

青
垣

実

(東
海
大
)

佐
藤
正
幸

(弁
護
士
)

坂
田

宏

(横
浜
国
大
)

大
鹿
明
夫

(弁
護
士
)

山
田
卓
生

(日
本
大
)

長
瀬
幸
雄

(弁
護
士
)

青
垣

実

(東
海
大
)

蕪
山

厳

(弁
護
士
)

養
育
費
の
支
払
確
保
と
給
料
の
差
押
え
-
日
本
の
執
行
実
務
に
対
す
る
新
た
な
提
案

‥
履
行
期
が
こ
れ
か
ら
到
来
す
る

扶
養
請
求
権
を
執
行
債
権
と
し
て
扶
養
義
務
者
の
給
料
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
-中

山
幸
二

(神
奈
川
大
)



神奈川大学法学研究所研究年報 26

八二
〇
〇
〇
年
)

1
･
抵
当
権
者
の
抵
当
物
件
占
有
者
に
対
す
る
明
渡
請
求

叩

法
の
支
配

･
法
曹
人
口

･
法
科
大
学
院

=
･
満
足
的
仮
処
分
と
本
案
訴
訟
-
仮
払
仮
処
分
に
よ
る
支
払
の
効
力
を
中
心
と
し
て
-

叩

ア
メ
リ
カ
の
懲
罰
的
損
害
賠
償
判
決
の
承
認

･
執
行
に
つ
い
て

-
ド
イ
ツ
と
日
本
の
最
高
裁
判
決
の
比
較
を
中
心
に
-

=
･
日
豊
の
手
形
貸
付
と
利
息
制
限
法

･
保
証
債
務
履
行
請
求
控
訴
事
件

-
東
京
高
裁
平
成

二

一年
三
月
二
九
日
判
決
に
つ
い
て
1

彦
坂
敏
之

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

竹
森
裕
子

(弁
護
士
)

90

11や
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
後
に
短
期
賃
借
権
に
基
づ
き
占
有
を
開
始
し
た
者
に
対
す
る
不
動
産
引
渡
命
令
を

適
法
と
し
た
事
例
の
検
討
-
大
阪
高
裁
平
成

1
0
年

二

月
二
五
日
決
定
I

S
･
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す
る
法
律
と
説
明
義
務

cq=
.
法
科
大
学
院
と
実
務
家
教
員

S3,_･盗
難
手
形
に
関
す
る
善
意
取
得
否
定
例

嘩

会
社
内
の
内
部
紛
争
に
お
け
る
当
事
者
適
格

cqS
･
司
法
改
革
に
つ
い
て
考
え
る
-
簡
易
裁
判
所
と
医
療
過
誤
裁
判
の
現
状
-

sLL?･
ギ
リ
シ
ャ
の
民
事
訴
訟
法
と
日
本
の
民
事
訴
訟
法
と
の
比
較
法
的
断
想

1
ギ
リ
シ
ャ
の
訴
訟
法
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
体
験
か
ら
1

吉
垣

実

(東
海
大
)

石
戸
谷
豊

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

田
子

埠

(弁
護
士
)

青
垣

実

(東
海
大
)

間
部
俊
明

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)
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(二
〇
〇
一
年
)

嘩

自
賠
法
三
条
の

｢運
行
に
よ
っ
て
｣
に
関
す
る
若
干
の
考
察

cqS

･許
容
紛
争
と
訴
訟
能
力
を
欠
-
当
事
者
の
上
訴

嘩
兄
弟
間
相
続
と
親
族
関
係
の
重
複

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

小
田

司

(日
本
大
)

大
鹿
明
夫

(弁
護
士
)

岬
公
的
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
現
状
と
課
題
-
川
崎
市
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
活
動
紹
介
を
兼
ね
て
-

大
石
忠
生

(桐
蔭
横
浜
大
)

叩
使
用
借
権
を
有
す
る
土
地
上
の
建
物
所
有
権
を
聾

冗
で
取
得
し
た
者
に
対
し
､
土
地
所
有
者
は
建
物
収
去

土
地
明
渡
請
求
を
主
張
で
き
る
か

13
4シ
ド
ニ
ー
下
級
裁
判
所
の
利
用
者
像
と
そ
の
審
理
-
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
民
事
訴
訟
の
実
態
-

小
島

衛

(弁
護
士
)

岬
請
負
人
の
土
地
留
置
権
に
つ
い
て

136135 1 3 4 133
法
科
大
学
院
再
考

下
水
道
入
札
談
合
損
害
賠
償
請
求
住
民
訴
訟
事
件

(
〓

一件
)
の
被
告
訴
訟

代
理
人
と
し
て
の
状
況
報
告

(
二

一地
裁

･
九
高
裁
)

株
式
の
共
同
相
続
と
株
主
権
の
行
使

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
強
制
執
行
制
度

森

勇

(猫
協
大
)

池
田
直
樹

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

川
上
英

一

(弁
護
士
)

河
内
隆
史

(神
奈
川
大
)

萩
揮
達
彦

(中
央
大
)

八二
〇
〇
二
年
)



神奈川大学法学研究所研究年報 26

1-7

相
模
原
地
域
司
法
改
革
に
つ
い
て
-
横
浜
地
裁
相
模
原
支
部
の
合
議
制
実
現
に
向
け
て
-

嘩
他
人

(従
業
員

･
役
員
)
の
生
命
保
険

1-
+抵
当
権
に
基
づ
-
物
上
代
位
権
に
よ
る
配
当
要
求
の
可
否

叩

営
業
譲
渡
契
約
と
雇
用
契
約
-
譲
渡
会
社
の
従
業
員
組
合
と
譲
受
会
社
と
の
係
争
1

叫

神
奈
川
の
司
法
改
革
と
法
学
教
育
改
革
-
地
域
司
法
計
画
と
法
科
大
学
院
構
想
の
現
在
-

嘩

離
婚
給
付
に
お
け
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て

嘩
株
主
代
表
訴
訟
に
お
け
る
会
社
の
被
告
取
締
役
側
へ
の
補
助
参
加

-
平
成

二
二
年
最
高
裁
決
定
と
平
成

二
二
年
商
法
改
正
を
ふ
ま
え
て
1

5
'
敷
金
と
原
状
回
復
義
務
-
東
京
地
判
平
成

二

一年

〓

1月

l
八
日
等
を
参
考
に
し
て
-

ELn
'
裁
判
と
は
何
か
-

裁
判
に
関
す
る
基
本
的
雑
考
-

嘩

職
務
発
明
の
対
価
に
つ
い
て

大
谷

豊

(弁
護
士
)

田
子

埠

(弁
護
士
)

萩
揮
達
彦

(中
央
大
)

渡
辺
徳
平

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

竹
森
裕
子

(弁
護
士
)

92

吉
垣

実

(大
阪
経
済
大
)

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

蕪

山

厳

(弁
護
士
)

147

裁
判
公
開
原
則
と
公
開
制
限
-
司
法
試
験
問
題
出
題
趣
旨
の
公
表
と
法
曹
養
成
の
あ
-
方
を
め
ぐ

っ
て
-

中
山
幸
二

(神
奈
川
大
)

八二
〇
〇
三
年
)

嘩

事
業
団
下
水
道
工
事
入
札
談
合
事
件
の
法
律
問
題
-
垂
口同
裁
破
棄
差
戻
判
決
を
中
心
と
し
て
-

川
上
英

一

(弁
護
士
)

149
債
権
者
代
位
権
に
よ
る
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
代
位
行
使
の
可
否

(最
判
平

二
二
二

一

二
二
､
N
B
L
七
四
七
号
)
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93

と
遺
産
分
割
協
議
を
詐
害
行
為
と
し
て
取
-
消
す
こ
と
の
可
否

(最
判
平

二

･

六

二

､
判
時

一
六
八
二
号
)

小
島

衛

(弁
護
士
)

岬
横
浜
に
お
け
る
民
事
法
研
究
会
の
意
義
-
湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会
八
〇
回
を
振
-
返
っ
て
-中

山
幸
二

(神
奈
川
大
)

15}

夫
婦
の
離
婚
と
非
親
権
者
の
面
接
交
渉
権
の
問
題
-
判
例
の
検
討
と
と
も
に
法
社
会
学
の
成
果
を
実
務
に
生
か
す

必
要
性
に
つ
い
て
-

恵
崎
和
則

(弁
護
士
)

ELL7+ア
メ
リ
カ
諸
州
法
に
お
け
る
遺
言
自
由
へ
の
諸
制
約

川

淳

l

(東
海
大
)

934宅
地
の
継
続
地
代
の
増
減
訴
訟
に
お
け
る
不
動
産
鑑
定
評
価
書
の
問
題
点
に
つ
い
て

塩
田
省
吾

(弁
護
士
)

5
'法
律
論
文

(文
書
)
に
お
け
る
引
用
末
尾
の
句
点
の
取
扱
い
に
つ
い
て

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

坤
『民
事
実
務
基
礎
』
講
座

(
ソ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク

･
メ
ソ
ッ
ド
方
式
模
擬
授
業
)

｢建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
事
件
｣
を
題
材
と
し
て

嘩

知
的
財
産
権
を
中
心
と
す
る
物
権
的
権
利
の
原
始
的
帰
属
に
つ
い
て

-
殊
に
職
務
発
明
等
職
務
上
の
創
作
成
果
の
帰
属
に
係
る
法
制
I

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

大
鹿
明
夫

(弁
護
士
)

岬

盗
取
さ
れ
た
預
金
通
帳

･
届
出
印
を
無
断
で
使
用
し
て
い
た
預
金
の
払
戻
に
つ
い
て
銀
行
の
担
当
者
に
過
失
が

な
か
っ
た
と
し
て
民
法
四
七
八
条
に
よ
る
銀
行
の
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例

八二
〇
〇
四
年
)

嘩

親
子
と
は
何
か
1

生
殖
補
助
医
療
の
進
展
-

川

淳

一

(東
海
大
)

竹
森
裕
子

(弁
護
士
)
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1-
4労
働
基
準
法
二

〇
条

T
項

二
二
項
､

1
九
条
二
項

(地
方
公
務
員
法
五
八
条
三
項

･
五
項
)
に
基
づ
き
､
労
働
基
準

監
督
署
長

(人
事
委
員
会
)
が
し
た
解
雇
予
告
手
当
除
外
認
定
及
び
除
外
不
認
定
の
､
行
政
訴
訟
法
上
の
各
行
政
処

94

分
性

(訴
訟
の
対
象
適
格
)
に
つ
い
て

岬
ド
イ
ツ
の
公
証
人
制
度
と
公
証
実
務

=
'債
務
者
を
特
定
し
な
い
不
動
産
占
有
移
転
禁
止
仮
処
分
に
つ
い
て

岬
執
行
証
書
に
対
す
る
請
求
異
議
の
訴
え
は
専
属
管
轄
か
-

岬
民
事
調
停
官
の
仕
事
に
つ
い
て
1

制
度
発
足
半
年
を
顧
み
て
ー

準

判
決

･
仲
裁
判
断
と
少
数
意
見

川
上
英

一

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(明
治
大
)

鈴
木
繁
次

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(明
治
大
)

恵
崎
和
則

(弁
護
士
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

岬

破
産
管
財
人
の
地
位
に
関
す
る
二
､
三
の
問
題
点
-
賃
借
権
ま
た
は
賃
借
物
件
上
の
建
物
を
破
産
財
団
か
ら
放
棄

168167166

し
て
原
状
回
復
義
務
を
免
れ
る
こ
と
の
可
否
等
-

選
定
当
事
者
制
度
の
検
討

和
解
的
仲
裁
判
断
の
表
現
形
式

共
同
相
続
人
の

一
部
の
者
の
問
で
の
土
地
所
有
権
確
認
の
訴
え
と
遺
産
分
割

大
笹
秀

一

(弁
護
士
)

吉
垣

実

(大
阪
経
済
大
)

蕪
山

厳

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(明
治
大
)

八二
〇
〇
五
年
)

170169
渉
外
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
能
力
の
諸
問
題

小
田

司

(日
本
大
)

医
療
に
お
け
る
説
明
義
務
に
つ
い
て
の
最
近
の
展
開
-
遺
伝
病
を
持
つ
児
の
両
親
に
対
す
る
説
明
が
不
適
切
で
あ
る
と

し
て
損
害
賠
償
を
命
じ
た
事
例

(東
京
地
裁
平
成

一
五
年
四
月
二
五
日
判
決

･
判
夕

二

三

l
号
二
八
五
頁
)
な
ど
-
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森

田

明

(弁
護
士
)

m
.民
事
事
実
認
定
に
つ
い
て
の
一
つ
の
視
点

大
石
忠
生

(桐
蔭
横
浜
大
)

佗
.改
正
行
政
事
件
訴
訟
法

彦
坂
敏
之

(弁
護
士
)

捕
.住
所
不
明
の
債
務
者

(偽
名
)
と
債
権
者
代
位
訴
訟
の
成
否
-
東
京
地
裁
平
成

l
七
年
三
月
三
〇
日
判
決

(振
-
込
め
詐
欺
と
架
空
名
義
預
金
口
座
の
銀
行
預
金
払
戻
請
求

)
1

中
山
幸
二

(明
治
大
)

174

先
行
行
為
に
よ
る
作
為
義
務
-
中
国
残
留
孤
児
国
籍
訴
訟
と
の
関
連
-

本
間

豊

(弁
護
士
)

叩
意
思
無
能
力
法
理
の
根
拠
お
よ
び
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て

熊
谷
士
郎

(東
海
大
)

叩児
童
虐
待
を
め
ぐ
る
諸
問
題

戸
張
雄
哉

(弁
護
士
)

177相
続
開
始
か
ら
遺
産
分
割
ま
で
の
間
に
共
同
相
続
に
係
る
不
動
産
か
ら
生
ず
る
賃
料
債
権
の
帰
属

(平
成

一
七
年
九
月
八
目

最
高
裁
第

一
小
法
廷
判
決
)

嘩
司
法
官
試
補
制
度
前
史

179
新
株
予
約
権
発
行
差
止
仮
処
分
事
例
の
検
討
-

商
事
仮
処
分
の
紛
争
解
決
機
能
-

八二
〇
〇
六
年
)

岬

改
正
会
社
法
の
要
点

叩
京
都
宇
治
市
個
人
情
報
漏
洩
事
件

(大
阪
高
判
平
成

三

年

〓

1月
二
五
日
)

cqは.明
治
期
の
民
事
訴
訟
法
講
義
の

l
端

-
磯
部
四
郎
の

『民
事
訴
訟
法
講
義
録
｣
を
中
心
に
-

川

淳

1
(東
海
大
)

蕪
山

厳

(弁
護
士
)

青
垣

実

(大
阪
経
済
大
)

彦
坂
敏
之

(弁
護
士
)

高
橋

良

(弁
護
士
)

中
山
幸
二

(明
治
大
)
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嘩
遺
産
分
割
前
に
死
亡
し
た
相
続
人
が
有
し
て
い
た
第

1
次
被
相
続
人
の
遺
産
に
つ
い
て
の
権
利

1
最
判
平
成

一
七
年

一
〇
月

一
一
日
1

《第

一
〇
〇
回
》

平
成

一
八
年
七
月
二
六
日

(横
浜
開
港
記
念
会
館
)

岬

〔第

一
〇
〇
回
記
念
講
演
〕
民
事
紛
争
解
決
制
度
の
現
状
と
課
題

1
日
本
に
お
け
る
訴
訟
=
裁
判
と
A
D
R
の
関
係
を
中
心
と
し
て
-

嘩

湘
南
民
事
紛
争
処
理
研
究
会

一
〇
〇
回
を
振
-
返
っ
て

嘩

新
信
託
法
に
お
け
る

｢遺
言
代
用
信
託
｣
と

｢後
継
ぎ
遺
贈
｣

八二
〇
〇
七
年
)

187

渉
外
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
担
当
の
許
否

嘩

免
責
不
許
可
事
由
と
し
て
の

｢射
幸
行
為
｣
と
先
物

･
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
に
つ
い
て

川

淳

一

(東
薙
大
)

萩
原
金
美

(神
奈
川
大
)

中
山
幸
二

(明
治
大
)

川

淳

一

(東
海
大
)

小
田

司

(日
本
大
)

96

-
福
岡
高
決
平
成
八
年

1
月
二
六
日
の
検
討
を
中
心
に
し
て
-

189民
事
事
件
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
訴
訟
救
助
制
度

岬

補
充
送
達
と
再
審

青
垣

実

(大
阪
経
済
大
)

カ
イ

･
ド
レ
-
ガ
-

(独
マ
イ
ン
ツ
大
学
)

中
山
幸
二

(明
治
大
)
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